




　

　昼食には学生と共に職員も一緒に地元特産のほっき飯などを食べながら、病院見学の感想や、

病院勤務についての質問等、意見交換が行われました。

　午後からは、山下駅東口に平成 29 年 9 月に完成したばかりのつばめの杜ひだまりホールに移

動し、亘理町及び山元町の職員の方々より両町の魅力について説明していただきました。その後、

山下駅から山元町の新市街地やこどもセンターの見学などを行い、当院に就職した際の周辺環

境の状況を知ることができ、学生達も興味深く話を聞いておりました。

　ツアーの最後には、学生が心待ちにしていたであろう山元町特産の「いちご狩り」を行い、

おいしいいちごを全員で味わいバスツアーが終了しました。

　このツアーを通じで、地元自治体と共に地域に根ざした病院の PR ができたのではないかと思

います。昨年実施したバスツアーから２名がこの４月に看護師として当院に入職していますの

で、今回のバスツアー参加者からも多くの学生が当院の就職を希望してもらえることを願って

おります。

　最後に今回の企画にご協力いただきました、亘理町及び山元町その他関係各所の皆様へ感謝

申し上げます。                                                　（庶務係長　菅原　祐太）

皆で昼食♪ほっき飯♪病院内見学

こどもセンター見学 ♬いちご狩り♬

地元ミヤギテレビでもニュースに取り上げてもらいました！





　

　平成３０年３月３日（土）、第６回目となる宮城病院公開講座を坂元地区にある昨年新た

に完成した山元町防災拠点・坂元地域交流センター「ふるさとおもだか館」で開催いたしま

した。

　当日は、晴れ渡る天候にも恵まれ、参加者は地域住民の皆さま、医療福祉関係者全体で約

１３０名と多くの方々にご参加いただきました。

　毎回、宮城病院公開講座では地域の皆さまへ健康増進・予防をテーマに「この地域で生き

生きと暮らすために」と題して、今回は「歯」に関するテーマで講演会を開催いたしました。

最初の講演では、当院歯科医長 中原先生より「歯を失わないためにハミガキより大事なこと」

についての講演を行い、歯を失ってからでは、認知症や転倒、要介護のリスクが高くなるこ

とや歯を失う原因の歯周病と虫歯についてスライドを交えながら、予防やハミガキについて

わかりやすく説明していただきました。

　次の講演では、当院リハビリテーション科高橋作業療法士長より「歯の噛み合わせとから

だのバランス」について、歯のかみ合わせは、「体の杖」とも呼ばれ、体全体のバランスに

は非常に重要であること、また講演の中では、当院イケメン！リハビリスタッフも加わり、

参加者の皆さまと共に、転倒予防のバランス体操などを行い、盛況に終えることができまし

た。参加者からも全体を通して、「知らなかったハミガキ方法がわかった」「バランス体操が

とても参考になった」「２つともわかりやすい講演会だった」など、たくさんのご意見をい

ただきました。

　今後も地域の皆さまに、生き生きと健康で安心して暮らしていただけるよう宮城病院とし

て公開講演会を開催し、町や地域の医療福祉関係機関と連携を図りながら地域医療に貢献し

ていきたいと考えております。

　最後に、この場をお借りして今回講演会開催にあたり山元町保健福祉課の皆さま方には、

町広報誌でのご案内をはじめとして、会場の事前準備、当日の会場設営等多大なご協力をい

ただき、盛況に終えられたこと深く感謝しております。どうもありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(経営経営企画室長　大坂　雄二 )

　第６回　宮城病院公開講座






